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３月１１日、東日本大震災から２年。 

例会前に黙祷を捧げました。 

 「私の履歴書」                 

内部卓話：渡邊 潔 会員 

  

 

自分自身の話ってあんまりすることは

ないし、私自身得意ではないので、人

様に自分の話はしないのです。人の話

を聞くのは得意なんですが。 

本日は大体４つくらいの時期に分けて

お話をします。 

facebook にあるように、私が生まれた

のは北海道です。美唄（びばい）で生

まれ、育ったのは岩見沢です。母が２

３歳の時に私が生まれたんですね。父

は３０代後半だったらしいです。「ら

しい」というのは、私は父親の顔を知

りません。私が３歳の時に亡くなって
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おります。ですから、一切父親の顔と

いうのは、あとでちょっとお話ししま

すけども、大学生になるまで、一切ど

んな顔をしているのか知りません。こ

れは私の今の人格に大きく影響を与え

ていると思うのですが。 

そのあと、北海道から愛知県の豊田市

に行きました。なぜ豊田に行ったのか

というと、母の兄弟が２人、豊田自動

車に勤めていてそちらを頼っていきま

した。実際には私が３歳の頃ですから、

当時青函連絡船に乗ったのは覚えてい

ます。青函連絡船に乗って、母親と一

緒にいたのですが、だれかとお話をし

て遊んでもらっていた時に迷子になっ

たという記憶があります。正しいかど

うかはわかりませんが・・・いろんな

記憶があって、父親の葬儀の記憶とか

火葬場で焼いた骨を出している記憶と

か鮮明に残っているのですが、それが

事実なのか、あとから自分の中ででき

てきた夢のようなものなのか識別がつ

かない状態になっています。そこで母

と２人で６歳くらいまで暮らしていた

のかな？そこで母が再婚します。です

から私は戸籍上兄弟が３人いるのです

が、私は養子ということになります。

６歳ころに結婚したんだと思うのです

が、それから６歳下の妹、８歳下の弟

ができます。 

ここで妹弟の話をしますけれども、妹

は私と同じ仕事をしています。教員で

す。養護教諭を三重県でしています。

旦那さんも教員です。ただ、旦那さん

は私より年が上です。なかなか会うこ

とはないのですが、お互いにあった場

合何と呼んだらいいのかわからないと

いう、そういうところがあります（笑） 

で、母が再婚すると、父親ができるの

で、私も６歳くらいだったので単純に

うれしかったのですが、だんだん現実

的な部分を受け止めるようになってき

て、妹が生まれ弟が生まれれば、義理

の父も人間ですから、私よりも妹や弟

がかわいい訳です。そういうことにだ

んだん接し、これが私の今の人格形成

に影響を与えたと思うのですけども、

そういうなかで育ってきています。だ

いたい小学校くらいまでそういう雰囲

気ですかね。 

こう見えても私は子供の頃呼吸器が非

常に弱くて、小児喘息じゃないかと診

断された時期もありまして、今はあま

りどうってことないんですが、風邪を

こじらせるとたまに呼吸器がゼロゼロ

するとか、咳がかなり長引くというこ

とがあります。 

たぶん父親の存在が今まで自分の中に

なかったのも影響していると思うんで

すけど、気持ちがあまり強くはないと

いうところがあります。そういうのも

子供のころに非常に強かったなぁ。今

でもそこらへんのところっていうのは

ある種のコンプレックスなんでしょう

かね、自分の中に残っているんですけ

れども。 

ただ、ちょうど母が再婚して妹ができ

るちょっと前まで義理の父親の実家に

いて育ったんですけれども、そこから

引っ越してちょうど山を切り開いた新

興住宅地、今でもそこに弟と両親が住

んでいるんですけれども、そこに住ん
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でました。もうそういう山のところを

切り崩していますから、岩とかなにか

があって隙間があって、子供の頃って

本当に男の子って馬鹿なんですけれど

も、基地をつくって遊んでそこに何か

隠してみるとか、そういうことをずい

ぶんやって遊んでいました。 

まぁ要するに外をかけ回って遊んでい

る。夏休み中でも家をピュっと出ると

お昼ご飯食べに戻ってくるぐらいで、

あとはもうとにかく一日中外で遊んで

いるというような感覚ですね。そうい

うようなところで育ちました。 

運動能力は非常に中途半端でして、全

然できないなら諦めつくんですけど、

そこそこできるもんですから手を出す

んですけれども、そんなに上手くなら

ないという。 

しかも球技があまり得意ではないとい

うところがあるんです。で、我々の子

供の頃って野球しかないんですよ。野

球って球技で、あまり得意でないもん

ですから、そんなにみんなと遊んでい

てもそんなに楽しくなかったという感

覚は非常に強いですね。 

ただ小学校の時って例えば陸上競技な

んかでも地区か、市の大会ですかね。

愛知県の方ですと小学校ごとに選手集

めて、それでしばらく練習して出るっ

ていう競技大会みたいなのがあって、

それでも走らせても大体まぁ遅くはな

いんですけど、2 番手 3番手なんです

よ。 

それこそ高飛びやっても 2 番手 3 番手

ぐらいで、どれやってもそれぐらいで

決して 1 位になれないぐらいの感覚の

ところにいまして。 

ですから 3 種競技っていう競技ですか

ね。走るのと飛ぶのと砲丸投げかな？

そんな競技があって、それはまぁどれ

も 2 番手くらいですからどうにかなっ

たんですけど、 

サッカーなんかも、当時はまだいまそ

んなに今みたいなサッカーブームでは

なかったんですが、小学校でサッカー

をやっていました。でもそんなに上手

くはないですね。 

当時の子供の頃の夢っていうのは、私

はやっぱり世代的に「鉄腕アトム」と

か「鉄人 28 号」とか「ジャングル大帝

レオ」とかそういう世代なもんですか

ら、そっちの方面にかなり影響を受け

て、特に「鉄腕アトム」ってものすご

い影響うけまして、やっぱり小さい頃

の夢として科学者になりたいという夢。

同じ世代の人は誰しも一旦は思ったの

ではないかと思いますけれども、「鉄

腕アトム」を造りたいとか「鉄人２８

号」を造りたいとかそういう感覚なん

だと思います。小学校くらいまでそう

いうふうに過ごしていました。 

小学校は歩いて３０分くらい。本当に

田舎なんですね。途中、桑の実が季節

になるとありまして。それを取って食

べたりとかして、子供の足で歩いて３

０分くらいかかる小学校にみんなで歩

いて通っていました。 

それで非常に大きな学校だったんです

けれども、小学校５年の時、あまりに

も大きくなりすぎたもんですから学校

が分かれることになりまして、近所に

学校ができたんですね。 

でも、あと一年あるからっていうんで

私はどっちに行くかを選ばされる地区
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だったもんですから選ばされたんです

けれども、そこで何人かの友達とは学

校が変わってしまった最後の 1 年間の

想い出もあります。そのような小学校

時代で過ごしてきていました。 

 

中学校に入りまして、先程も申し上げ

た通り私は球技が得意ではないので、

なにを始めたかって剣道部にはいった

んですね。 

剣道部はボールを一切使いませんから。

たまたま一つ上の近所の人でよく遊ん

でくれた人がいたんです。その人も剣

道部にはいっていてそれもあったと思

うんですが、剣道部に入りました。結

局、みんな剣道をはじめるのは初めて

で、中には小学校からやってるのも一

人二人いましたけれど、自分自身がス

ポーツに中でそんなに上手になれなか

ったっていうコンプレックスがあるも

んですから、一生懸命練習しました。 

当時は私の世代っていうのは市内では

上手くて団体戦で優勝したり個人戦で

優勝したりということが結構あった学

年だったんですけれども、楽しい時代

を過ごしたかなぁということですね。 

高校時代にこのあと入るんですけれど

も、豊田市の隣の岡崎市というのがあ

って、そこの高校にはいったんですけ

れども、電車で通っていたんですね。 

ただ朝あまり強くないもんですからや

めとけばよかったんですけれども、1

本乗り遅れると必ず遅刻なんです。 

1 時間は間に合わないというようなと

ころだったんですけれども。 

ただ非常にいい学校で、私鉄が下の方

にありまして、そこからず～っと坂を

トボトボトボトボ歩いていく丘の上に

ある学校で、未だに印象に残っている

のが途中にお豆腐屋さんがあるんです

よ。私が学校に上がっていくとおから

やお豆腐つくってて、湯気がいつも上

がっていてすごくいい匂いがしている

っていう記憶があったんですけれども。 

で、最初剣道部に入ろうかなと思って

いたんですけれども、見にいったんで

すね。どうしようかなぁ～と思ってい

たら、私「渡邊」ですから名簿番号で

一番最後なんです。 

だいたい高校 1 年生の時は名簿順で並

ばされますから、隣は女子なんですね。 

それで隣にませた女の子がいまして、

もう応援団に素敵な男の人がいると。

先輩で。それでそっちの方にその子が

出入りし始めていて、もう 4 月ですよ。 

それで「応援団にはいらない？」って

隣だったから勧められて「う～ん」っ

て断りきれずに入ってしまったってい

う（笑） 

それが 5 人、10 人もいればいいんです

けど、同じ学年 3 人なんです。ひとつ

上の人は一人。弱小なんですね。 

途中で一つ上の人は同じ学年になっち

ゃいましたけど（笑）同じ学年が３人

から４人になってしまいました。（笑）

それでまぁずっと応援団をやっていま

した。 

ただ、別に電車で通ってたからじゃな

いんでしょうけれども、高校時代です

から受験勉強しなきゃなんですけれど

も、愛知県ってあまりストーブ焚かな

いんです。こたつかなんかに入りなが

らやってると寝ちゃうんですね。 
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勉強するつもりで電気つけてこたつ入

ってますけど、突っ伏して寝ちゃうわ

けです。 

でも、近所の人は見ているわけですよ。 

「渡邊さんとこの息子さんいつも朝ま

で電気つけて勉強してる」っていう噂

になって（笑） 

大半寝ていてふっと気がつくと朝にな

っていていう状態だったんですけれど

も。近所では「非常に勉強する息子」

だって評判だったんですが、実際には

そうでもなかったっていうところがあ

りまして。 

それで前もちらっとある部分でお話し

たんですけれども、私の世代っていう

のは昔の一期校・二期校の世代でして

共通一次とかよりも前なんですね。そ

ういう世代でしてやはり私は北海道に

生まれたので、北大に入りたかったん

ですね。 

大学もそうなんですけど何に憧れたか

って「恵迪寮（けいてきりょう）」っ

ていう寮が北大にあるらしいんですけ

れども、そこに入りたかったんです。 

そこで集団生活に憧れがあったんです

けれども。 

でまぁ北大受けて二期校どうしようか

と思って、元々生物の遺伝学もやりた

かったもんですから、遺伝やれるとこ

って探してみると、当時、愛媛大学と

私最初読めなかったんですけれど、こ

の間地名で読めないのナンバーワンに

なっていた「弘前」ですね。ずっと受

験するちょっと前まで「ひろまえ」だ

と思っていたんですけれども。この二

つだというところで、どっちにしよう

かなぁ～と思ってたんですけれども、

北のほうがいいなぁって弘前を受けて。

でまぁ、弘大を出たってことは北大を

落ちたわけですけれども（笑）それで

寮に入ったんですね。で、やっぱりそ

の「寮の生活をしてみたい」という気

持ちがあったと思うんですけど。 

当時私たちの頃って、私より年上の方

はわかると思うんですけれども、ちょ

うど学生運動が終わって三無主義と呼

ばれて全然子供達が「無気力」であり、

「無感動」であり、「無責任」であり

とそう言われた時代の人間なもんです

から、でもどっか自分の中でその古い

感覚っていうのがあて、自治会活動も

非常に憧れておりまして、寮にはいっ

てみんなで集団生活をするとともに、

自治会の活動もやって。 

結局、北鷹寮（ほくおうりょう）なん

ですけれども、これも変な話なんです

けれども断ろうとおもったんですけれ

ども断りきれずに寮長にまでやってし

まったっていう（笑）何回か今逃げな

いとまずいなっていうところで「おれ

辞めるから」って言ったんですけれど

も、説得されると断れなくなるもんで

すから（笑） 

やめないできたら残ったのが一人しか

いないので私が寮長ということになっ

てました。 

必要最小限しか学校にいかなかったで

す。ひどい時で一週間太陽を見ない時

っていうのがありまして、ほとんど不

登校と同じなんですけれども。（笑） 

そういう時期がありました。でもさす

がに「これはいかん！」というふうに

思いまして生活を自分で直しましたけ

れども。でもこれ未だに夢に出てきま
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す。学校にずっと行かなくて単位とれ

なくてっていうのをたまにヒュっと夢

にでてくることがあるんですけれども。 

 

あともう一つはこの寮は二人一部屋だ

ったもんですから、先輩の影響で１年

弱やりましたけれども、ラグビー部に

入ってまして。ただ雪国の人っていう

のはラグビーの経験が体育とかであっ

たりする人が多かったんですけれども、

私は愛知県で育ったので一切やったこ

とがない。でもこれも誘われて断りき

れないで入ってしまったのでやってい

て。 

普通私この体格だとフォワードやらな

いんですけれども、人数たりないから

「おまえフォワードな」って言われて。

ラグビーご存知の方あれですけれども、

前一列 3 人いますけれども、その間に

次の列 2 人いるんですね。そこのとこ

のロックっていうのを同室のすごい体

のでっかい先輩と一緒にやらされまし

て。 

ルールもよくわからないまま、下敷き

になりながら「これ死ぬかもしれない」

と思ったことが何回かありました

（笑）。 

でも自治会のほうがかなり忙しくなっ

てきて、途中でやめてしまったんです

けれども。 

ちょうど寮の自治会の時、隣に女子寮

があるんですけれども、その同じ時に

寮長やったのが今の国会議員の高橋千

鶴子さんが同級生で、私が北鷹寮の寮

長やっていたとき女子寮の寮長でいた

んですけれども。何年か前に会って、

あの人は未だに頑張ってやってますけ

れども。あとは私の一つ前の期に、寮

長やったのが同い年でその彼は今どこ

でなにしてるのかわかりませんけれど

も、前の青森市の市議をやってたんで

す。 

こんな中で、さっき科学者になりたい

っていったのが、お医者さんになりた

いなぁと思い、さらに理科の教師にな

りたい。これはさきほどお話した通り、

受験勉強ぜずに寝てばかりいたという

ところから段々現実的に見ていくとそ

ういう方向になっていったというとこ

ろなんですけれども。 

ただ教師になりたいと思ったのは、普

通、素晴らしい先生に出会ってそうな

りたいからっていうのでなる人が多い

んですけれども私は逆でして。私がひ

ねくれていたのか小・中・高と教員が

嫌いだったんですね。ですから「おれ

がなってやる！」という感覚があった

のです。 

で、先生方を見ていて中途半端なこと

しているとムカっとくるのがそれが未

だにあるからなんだと思います。だか

ら私は学校では嫌われています（笑）

だからどうしてもそういう感覚は未だ

にあるんですね。 

それでまぁ大学卒業しまして、千葉県

で３校、９年間教員をやりました。 

そして青森に来て１校目が９年おりま

した。千葉でも実は今も思うにずっと

教育相談なんですけれども４年目にた

またま何かの研修会に行った時に、そ

ういう不登校に関するカウンセリング

とかその対応の講義を受けました。 

その時は「あぁそうなんだ」って思っ

たくらいだったんですけれども、自分
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が担任持つようになってからクラスで

なかなか学校に来ない女の子がひとり

いて。別に暗いわけでも、遊び回るわ

けでもなんでもないんですけれども、

でもうまく対応ができなくてその子の

ことが理解できなかったんだけど、な

んとなく引っかかってて。 

そのあと千葉県からこの青森に来て、

それで最初の９年間いた学校のうちの

２年目ですね。授業で教えてた自分の

学年より、私が担任持てたのはその学

年より一つ上の学年の女の子が不登校

で来ないんですね。学年も随分それに

対応してそれがうまくいかないことが

あって、そこで私がどういうわけかや

ることになりまして。ただなにも知識

もなにもないところからいろいろ勉強

し始めて、その子と対応してというと

ころから始まって。 

その最初の学校９年目になるから１０

年なると転勤しなきゃいけないやと思

って９年目にじゃあ書いておこうかな

と思って、転勤って書いたら総合学校

教育センターにいくことになりまして、

学校からしばらく遠ざかることになり

ました。 

ただその最初学校でやっていたときっ

ていうのは、教育相談に入りかけた自

分から必要に迫られて、とその時は思

っていたんですけれども、ず～っと追

っていくと結局自分からそっちの方へ

いっている感覚はあるんですね。 

いろんな教員でも不登校の子がみんな

見ているんですがそこのところに共鳴

する人間っていうのは全員が共鳴する

わけじゃないですから。 

共鳴するってことはこっちになにかあ

るわけですから。それで不登校の子供

達のためにと思って、教育相談の道に

はいったわけです。 

そのあと教育センターの方に入りまし

て、まぁ３年もすれば出てこれるだろ

うと思ったら７年もいることになりま

して。７年も現場を離れました。 

最初はその中ですごく悩みましたけれ

ども、「なんでこんなところに来たん

だ」って。 

でも考えても仕方ないなって一生懸命

やって、その時に自分で思ったのは、

相談にくる子供と親もいたり、先生方

に対して研修もするんですけれども、

その研修自体も「後ろに子供達がいる

んだ」ということを常に意識してやる

と、なんかこう学校にいるような感覚

でやれるもんですから非常にそういう

点では自分をそういう感覚にもってい

ってやりました。さらに教育相談の道

にず～っと入っていく形になりました。 

そこであるときふっと気づいたのは、

最初の３年ぐらいはいろんなことを勉

強して、不登校の子供達のためにと思

ってカウンセリングみたいなことをし

ていたんですけれども、なかなか上手

くいかないんですね。ところがある時

ふと気づいたんですよ。相談室にいて、

自分もいるんですよ。子供もいるんで

すよ。私は子供しか見てなかった。で

も自分自身も子供の反応とか何かに心

が動かされたり、反応があるわけです

から常に両方見なければ良い相談はで

きないということに気づきまして、必

ず相手と対面して話をしているときは

相手を見るのとともに、その相手の反

応で自分はどういうふうな状態にある
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のかというのを常に見るようになりま

した。 

そしたらすこ～しづつ上手くいくよう

になってきたんですね。そこで面白い

もんで自分を見るようになるといろん

な気づきが出てきます。 

例えば、私はいまだにカウンセリング

学会所属しているんですけれども、今

は行っていませんが前は年にいっぺん

必ず研修会にいって勉強してきたんで

すけれども、そこでやってて例えばい

ろんな心理療法を勉強するとそこでず

～っとやって子供達のこと意識しなが

らやるんですけれど、ふっと「あ、そ

っか。こういうようなところって自分

のこういうところと関係があるな」っ

ていうことに気づいたんです。自分達

の気づきがどんどん増えていきました。

その中で自分自身の状態はなんでこう

いうところがあるのかなぁっていうの

を考えたところ、たとえば父親が亡く

なって、私は父親の顔は知らない。母

は再婚したのですべての過去の写真は

父親のところが切り取られてるんです。

だから一切私は子供の頃父の顔は見た

ことがない。ただ、大学生になって弘

前に来た時に、私は先ほど申し上げた

とおり美唄にいまだに親戚がいるんで

すけれども、もう亡くなりましたがじ

いさん、ばあさんがいたんですね。ど

こでどういうふうに聞きつけたかはわ

からないんですけれども、私が弘前に

いるというのを知りまして、向こうか

ら連絡をとってきて大学生になって初

めて会いに行って、父親のお墓にいき、

そこで初めて父の顔を写真として見る

と。 

「あぁ、こういう顔をしているんだ」

というところがありまして、そういう

ようなところでも多分自分自身の中の

いろいろな部分に影響をあたえる。 

で、子供の頃ってすごくそれが自分の

嫌な部分に影響を与えている感じがし

ましたけれども、やっぱり先ほど申し

上げたように自分に対しての気づきが

増えてくるのはそれが、マイナスの部

分でもあるけれどプラスの部分として

も多分あるだろうということに気づき

ました。さっきの気持ちが弱いとかっ

ていろんな部分があったりするわけで

すけれども、それはそれで逆に言えば

優しさだとか人に対する痛みを感じる

とか、そういうところにも繋がるかな

ぁと思ったりもしまして未だにやって

きています。 

４０歳になるあたり、ちょうどこれが

ひとつ私の大きな超えるところでして、

先ほど申し上げたとおり私が 3 歳のと

きに父が死んでますから、だいたい４

０ぐらいで死んでるんですね。やっぱ

り４０を私が迎えたときにはものすご

く感慨深かったです。父が生きたより

も先にこれたというところがあって。

そういうところで４０過ぎてから、じ

ゃあ教員として何を軸にしようかって

いうんでやっぱりこの教育相談ですね。

要するにそこのところを軸としてやっ

ていくと。これはいろんな不登校だと

か発達障害の子供だとかもそうですし、

普通のそうじゃない子供達のいろいろ

な個人個人のいろんな部分をきちっと

寄り添っていけるような教育ができる

という部分では非常に良いかなぁと思

っているわけなんですけれども。 
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だから私は決してクールなのではなく

って、よく言われるんですけれども自

己防衛が強いんですね。要するにダー

っと今まで生きてきた中において自分

を押さえ込んでしまう。出すのが怖か

ったり苦手だったりするっていうとこ

ろがあってそれが未だにこの年になっ

ても抜けきれなくてそれが出ないから

クールに見えたり近寄りがたく見えた

りという感じがあるようです。 

で、そこは治らないみたいですね。 

まぁしょうがないかなって思ってるん

ですけども。 

昔は自分を好きになんなきゃいけない

なって思ったんですけれども、最近は

好きにならなくてもいいって、こんな

自分でもまぁいいっかって思って生き

ていくしかないかなぁというふうには

思っておりまして。 

これが一公務員としての私の、まだし

ゃべれない部分もあったんですけれど

も、もしなにかこういうところがもう

ちょっと聞きたいとかっていうことが

あれば個人的にお話をします。 

ただ、くら～い話がでてきますので、

それを覚悟してお聞きいただければと

思います。 

以上です。 

 

会長挨拶 荒田俊治 副会長 

今日は特別な日でもありましたけれ

ども、渡邊先生の話を伺って、誰でも

生まれてからあっちいったりこっちい

ったりしながら、来てるわけですが、

ただ、渡邊先生の場合はその時その時

のことを噛み締めながら送ってきてる

人生なんだなと感じました。 

だからいろんなことをイベントずつお

話したら１時間２時間十分みんな楽し

めるんじゃないかな、ということと同

時に、僕らも自分に置き換えて、なん

て自分は軽薄なんだなとういうことも

出てくるかもしれない。そういうよう

なことというのを感じました。 

それくらい先生の話というのは色んな

時を噛み締めてるという風に感じまし

た。 

ニコニコ報告 

山田順子会員：ボスおかえりなさい！

お土産おいしいです。２年前の今日は

暗闇の中サーシャと震えていました。

今も不自由な生活を強いられている

方々に一日も早い春が来ることを願っ

てやみません。 

関場慶博会員：フィリピンより無事帰

ってきました。時差は１時間ですが、

寒暖差が３５℃にはちょっと参りまし

た。セブのロータリアンは皆さんとて

も優しく親切でした。 

田中裕介会員：昨日八戸の種差海岸で

Human Band という東日本大震災を追

悼するイベントに参加してきました。

被災して亡くなった方が見たくても見

れない「今日」を生きていることを心

に留めこれからも一日一生で頑張って

いきます。 

坂本大輔会員：皆さま、お久しぶりで

す。Facebook の調子が悪く、全く情報
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についていけません。ニコニコの紙も

変わり、ホワイトボードにはボスの写

真が備えられていて…。長い時間留守

をしていたんですね（笑） 

荒田俊治会員：入院していた娘が退院

できました。良かったです。 

三浦順子会員：東日本大震災でお亡く

なりになった方に深く哀悼の意を表し

ます。ボスお帰りなさい。大役お疲れ

様でした。 

板澤雅人会員：２年前と同じく大変寒

い３月１１日ですね。色々なころを風

化させないよう、今一度じっくりと再

考したいとおもいます。 

吉澤葉子会員：３・１１に黙祷いたし

ます。今日は渡邊先生の卓話楽しみに

してきました。気付きって良い言葉で

すね。BOSS インド＆フィリピンお疲

れ様でした！ 

岡本薫会員：ボス、お帰りなさい！フ

ィリピン地区大会お疲れ様でした。会

長代理としての大役はアップルロータ

リーとしても大変名誉なことです。渡

邊さんの卓話楽しみです。 

渡邊潔会員：寺山修司、ケネス・アン

ガー展に行ってきました。新鮮な感覚

でした。 

 

フィリピン報告 関場会員 

フィリピンのセブ島にて第 3860 地区の

地区大会に田中作治会長の代理として

参加され、ロータリーの現状などをス

ピーチされました。 

フィリピンと青森の気温差３５℃の中、

温かい歓迎を受け、感動されたようで

す。 

 

理事会報告 

１． ホームページの作成費用について 

２． お花見例会日程について 

３． 中間決算報告・決算見込 

４． 管理運営委員会の規約改正につい

て 

５． 委員会運営・委員会役割について 

６． 地区補助金について 

７． 拡大委員会の日程について 

８． 次年度ガバナー訪問日程について 

９． 次年度の理事会について 

出席報告 

第 38 回例会            

出席者数 14 名          

出席率 50％           

修正出席率 60％ 
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【メークアップ】         

３月７日、８日、９日 

国際ロータリー第 3860地区 

地区大会 2013       関場会員 

 

 

 

■例会予定               

3 月 18 日（月）E 例会        

3 月 25 日（月）D 例会（担当：ロー 

       タリー財団委員会）   

4 月 1 日（月）内部卓話（齊藤貴博会 

       員） 

4 月 8 日（月）D 例会（担当：職業奉 

       仕委員会） 

4 月 15 日（月）E 例会 

★4 月 22 日（月）の外部卓話は垣見

裕司様（東京紀尾井町 RC）です。垣

見様のプロフィールは下記ウェッブサ

イトをご覧ください。

http://www.sbrain.co.jp/keyperson/K-

6694.htm 

4 月 29 日（月）休会 

■地区内外行事                      

3 月 17 日 地区チーム研修セミナー 

     （八戸）             

5 月 12 日 地区協議会（八戸）    

5 月 17-19 日 ロータリー世界平和フ 

       ォーラム（広島）   

10 月 5－6 日 地区大会（八戸市） 

http://www.sbrain.co.jp/keyperson/K-6694.htm
http://www.sbrain.co.jp/keyperson/K-6694.htm

